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令和８年第３回姫路市議会定例会（未定稿） 

令和８年９月１０日（木） 

◯石見和之議員（登壇） 

 自由民主党、石見和之でございます。 

通告に基づき、本定例会に上程されております議案、令

和 7 年度決算など 14項目について質問させていただきま

す。 

まず、清元市長のこれまでの市政運営と未来の課題につ

いて。 

清元市長はこれまでＬＩＦＥをテーマに、「命」をたい

せつにする、「くらし」を豊かにする、「一生」に寄り添う

ことを基本姿勢として、「ひとづくり」「デジタル」「グリ

ーン」「まちづくり」の改革や、今年度には新たに「グロ

ーバル」の改革など様々な施策に取り組んでこられており

ます。 

令和 8年度は、今期 4年間の市政運営を締めくくる重要

な年度であり、これまで掲げてこられた政策や重点事業に

ついて、その成果を検証する年でもあります。 

一方、人口減少や少子化、物価高騰、社会保障費の増加、

公共施設やインフラの老朽化など、姫路市を取り巻く環境

は大きく変化しており、限られた財源の中で今後何に重点

的に取り組むのかがこれまで以上に重要となっています。 

そこで質問いたします。 

清元市政 2期目の 4年間を振り返り、市長が掲げてこら

れた主要な政策や事業の成果、達成状況についてお聞かせ

ください。 

また、これまでの取組を踏まえ、本市が未来に向けて力

を入れて取り組むべき課題は何であると認識されていま

すでしょうか。市長のお考えをお聞かせください。 

次に、令和 7年度決算における繰出金について。 

令和 7 年度の一般会計と特別会計を合わせた決算収支

は、実質収支において79億401万6,000円の黒字となり、

単年度収支も1億8,020万7,000円の黒字となっています。 

歳入の根幹となる税収は本市では歳入の約 4 割を占め、

3年連続で 1,000 億円を超えています。 

しかし、人口減少の進行や経済を取り巻く環境の変化を

考慮すると、税収等の自主財源について、短期的にも中長

期的にも現状の水準が安定的に維持されるとは限りませ

ん。 

歳出については、人口減少・少子高齢化に伴う社会保障

や子育て関係の経費、物価高騰や人件費の上昇に伴う経費

の増加が今後も見込まれています。 

さらに社会基盤においては、災害への備えを含めた道路、

河川や橋梁への老朽化対策をはじめ、継続的な整備が重要

であるとともに、公共施設の長寿命化及び統廃合、新美化

センターや新市立高等学校の整備など、継続的かつ多様な

財政需要が見込まれています。 

本市の健全化判断比率の状況は、前年度と同様、全ての

比率において早期健全化基準未満で、実質赤字比率、連結

実質赤字比率、将来負担比率はマイナスとなり算出されて

おりません。また、実質公債費比率は2.9％で健全な財政

状況となっています。 

このような中、兵庫県はこの 8月 18日に実質公債費比

率が 19.29％となり、起債許可団体に移行しました。この

まま推移すれば 2031 年度に都道府県初となる財政破綻寸

前の早期健全化団体に転落すると発表しました。 

それを受け、兵庫県は 2035 年度まで公共投資費用の

10％以上抑制などを進める方針を示していますが、今後、

特定目的基金を県債管理基金に積み替えるなどで、福祉関

連の補助金が削減されることなども懸念されています。 

また、国においては、2027 年 4 月から 2 年間、食料品

の消費税率を 8％から 1％に引き下げることが閣議決定さ

れ、減収となる地方自治体分は地方特例交付金などで補填

する方向で検討されています。姫路市の地方消費税交付金

は、令和 7年度決算額は 146 億 3,301 万 4,000円となって

います。 

このような国及び兵庫県の現状ではありますが、限られ

た財源の中で姫路市行政を持続的に市民の理解を得て運

営していかなければなりません。これらの状況から、市単

独費の使い方に今まで以上に制限がかかってくると考え

られます。 

そこで、一般会計等から他会計への繰出金の状況につい

て質問いたします。 

令和7年度決算額は223億8,477万4,000円となってお

り、そのうち市の独自施策ともいえる法令等によらないも

のは37億9,015万円となっています。この部分について、

しっかりと説明責任を果たし、市民の理解を得て検討して

いくものと考えます。 

国民健康保険事業特別会計への繰り出しのうち、18 歳

までの医療費無償化を含めた福祉医療の波及増分のため

のもの及び公営企業会計への繰出金のうち地場産業の活

性化のための皮革汚水へのものについては必要かつ重要
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であると考えます。それぞれの繰出額と今後の見通しはど

のようになっているかお聞かせください。 

卸売市場事業特別会計への繰り出し、公営企業会計のう

ち水道事業会計へのもの及び公共下水道事業会計のうち

コミュニティ・プラント事業及び集落排水事業へのものに

ついては、会計ごとの独立性を確保し、自主的な経営努力

による運営を行い、受益者負担の原則に基づくべきであり、

安易に繰り出しが許されるものではないと考えます。 

本来であれば使用料の値上げ等で対応すべきところで

すが、市の方針として、郊外部への補助の意味合いで実施

されているのであれば、しっかりと市民に説明し、本市の

中心部だけに投資しているだけではないことの理解を求

めることも大事であると考えます。 

それぞれの繰出額と内容、必要性、今後の見通しはどの

ようになっているかお聞かせください。 

 次に、経済政策と姫路商工会議所等の経済界との連携に

ついて。 

本市において、経済の活性化は、市民の雇用を支え、企

業の成長を促すとともに、法人市民税をはじめとする税収

の確保にもつながる、本市の財政基盤を支える重要な要素

でもあります。 

特に、人口減少や人手不足、物価高騰、事業承継など、

企業を取り巻く環境が厳しさを増す中、地域経済を持続的

に発展させていくためには、経済団体の声を的確に政策へ

反映していくことが重要です。 

本市では、姫路商工会議所との経済振興対策会議などを

通じて意見交換が行われ、企業支援、ものづくり振興、創

業・事業承継、デジタル化、販路拡大、企業立地など様々

な要望や提言を受けていると認識しております。2027 年

度に向けては、新産業創出やデジタル化の推進など 7点の

重点要望も挙げられています。 

そこで質問いたします。 

これまで姫路商工会議所をはじめとする経済団体から、

本市は具体的にどのような要望・意見を受け、それらに対

してどの程度、政策として対応・反映されてきたのでしょ

うか。 

また、本市が実施してきた経済対策や企業支援について、

企業の売上げ、雇用、設備投資、税収など、具体的な成果

をどのように把握・分析していますでしょうか。 

投入した財源に対する効果、いわゆる費用対効果をどの

ように検証し、今後の経済政策に反映していくのか、どの

ように経済団体と連携していくのかお聞かせください。 

 次に、観光振興と滞在型観光の推進について。 

 日本政府観光局が先日発表した 7 月の訪日外国人客数

は 344 万 2,100 人となり、同月として過去最多を記録しま

した。インバウンドにおいて、訪日前からの接点づくり、

富裕層・高付加価値顧客のアプローチが訪日外国人観光客

向け施策を進める現在の大きな課題となっています。 

本市の観光振興においては、姫路城をはじめとする豊富

な観光資源を生かしながら、観光客に訪れてもらうだけで

なく、宿泊して長く滞在してもらうことが長年の課題です

が、いまだインバウンド客に姫路は泊まるところの認識が

されていないのが実情のようです。 

滞在型観光をより強く推し進めるために、姫路は泊まり

で行くところ、姫路は泊まりに行くところのプロモーショ

ンを打ち出してみてはいかがでしょうか。 

インバウンド客と国内客の双方を対象として、観光とし

ての姫路のまちを再定義して、デジタルマーケティングを

活用した宿泊誘致対策により、現状を打破していただくこ

とを願っております。 

アクセス面については、神戸国際空港完全国際化や関西

国際空港の国際線を利用する外国人観光客を姫路へ呼び

込むために、直行バス等の 2次交通の整備への補助や、は

るかのような空港からの直通特急など、便利なアクセスの

可能性を検討されてはいかがでしょうか。 

そこから姫路宿泊をハブとした周辺観光の周遊ルート

のプロモーション及び直島、広島、城崎といった観光地と

のマーケティング連携なども効果が高いと考えられます。 

観光の現場をよく知る宿泊事業者や連絡会、協議会から

の提案も出されており、それらを実現することは課題解決

への近道であり、優先順位の高いものであると考えていま

す。 

また、大和工業アリーナ姫路やアクリエひめじを活用し

た学会、会議、スポーツ大会や全国規模の大会を積極的に

誘致することで、参加者や家族などの宿泊需要を生み出し、

観光消費の拡大につなげることも重要です。そのための各

種団体との連携や協力も必要になってくると考えられま

す。 

さらに、姫路城、好古園の入場券のデジタル化に伴い、

タイアップ企画も検討していただきたいと思います。宿泊

者限定の観光特典やチェックイン前からの観光施設等を

利用できるアーリーインなど、宿泊すること自体にメリッ
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トを考えてもらえる仕組みも必要ではないでしょうか。 

加えて、近年増えているペット同伴旅行やキャンピング

カーによる旅行需要への対応、さらにはシロトピア記念公

園を観光・イベントの拠点として活用するなど、新たな観

光需要を取り込むことも考えられます。 

本市における観光振興の課題解決に向けて、これらの実

現の可能性と今後どのように取り組んでいかれるのか、お

聞かせください。 

次に、中央卸売市場の経営状況と今後の活性化について。 

姫路市中央卸売市場は市民の食を支える重要な社会基

盤であるとともに、水産物や青果など多くの事業者が日々

の営業を行い、地域経済を支えている場所でもあります。  

令和5年3月に新市場が開場してから3年半が経過しま

したが、市場を取り巻く環境は人口減少や流通形態の変化、

物価や人件費の上昇など厳しさを増しており、市場の経営

状況や事業者の収益性についても、今後の持続可能性とい

う観点から検証していく必要があります。 

市場の運営については、先に少し触れたとおり、一般会

計からの繰入れも行われていますが、これを将来的にどの

ように解消していくのか、また、市場として自立した経営

を実現するための道筋を明確にすることも重要です。 

そこで質問いたします。 

1点目は、決算状況と収益性について。 

市場の決算状況と市場関係事業者の収益性をどのよう

に分析されていますでしょうか。また、一般会計からの繰

入れについては、今後いつまでにどのような方法で解消し

ていくのか、現実的なめどが立っているのかお聞かせくだ

さい。 

2点目は、市場の将来プロジェクトチームの活力を生か

した体制構築について。 

現在、市場の若手経営者や役員層を中心に約 20 名が市

場の将来プロジェクトチームを立ち上げ、市場で恋する料

理教室や市場商談会、公益社団法人姫路青年会議所との連

携イベントなど様々な新しい取組を積極的に行っていま

す。 

市場を活性化し、未来につなげたいという若手事業者の

意欲を、もっと市政としても生かすべきではないでしょう

か。 

若手事業者の新たな発想や活動を生かし、市場の将来を

ともに考え、実行していく体制を構築することについてど

のようにお考えか、お聞かせください。 

 次に、ＪＲ手柄山平和公園駅の周辺整備について。 

 手柄山周辺では長年にわたりスポーツ施設の再整備が

進められ、新駅の開業や新体育館、屋内プールなどの整備

により、今後、本市を代表するスポーツ・交流拠点として

大きく生まれ変わろうとしています。 

いよいよ大和工業アリーナ姫路開館も間近となったと

ころで、周辺整備について質問いたします。 

1点目は、手柄山スポーツ施設整備運営事業契約に係る

増額変更について。 

本定例会に上程されております議案第 136 号、手柄山ス

ポーツ施設整備運営事業契約に係る議決更正は、契約金額

を約 20億円増額しようとするものです。 

工事費については、これまでも物価や労務費の上昇によ

るインフレスライド等に伴う事業費の増額が生じており、

議決更正がなされてきましたが、市民が実質的にどの程度

の負担を担うことになるのか明確にしておく必要があり

ます。 

国庫補助金の活用など財源の確保には、市職員が大変努

力されたことと認識しております。本事業について、当初

の計画から最終的にどれくらいの増額と本市の負担があ

るのか、お聞かせください。 

2点目は、大和工業アリーナ姫路開館後の課題と周辺整

備について。 

新駅の開業後には、近隣の住民にとってそれまで想定さ

れていなかったことなどがありました。実際の運用が始ま

って明らかになった駅アナウンスの音量については素早

く柔軟にご対応いただき、地域住民も安心されているご様

子でした。 

大和工業アリーナ姫路開館後についても、実際の利用状

況や交通量の増加、周辺道路の安全対策などについて検証

が必要です。地元地域からは信号機設置の要望書も提出さ

れており、本市の意向確認と県への働きかけをしている最

中でもあります。 

駅の西側にはロータリーが設置され、西延末内の車の通

行量も既に増えたように感じています。それによる水尾川

の整備を希望する声もお聞きしていますが、これからの課

題と周辺整備について、どのように進めていかれるのか、

お聞かせください。 

3点目は、周辺のスポーツ施設の整備について。 

新駅周辺の利便性の向上などから既存のスポーツ施設

についても使用が多くなることが見込まれます。ウインク
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陸上競技場においても、ナイター設備、雨漏り、観客席な

ど、利用者が安全・快適に利用するための改修が必要では

ないでしょうか。 

また、大和工業アリーナ姫路の開館によって、本市の慢

性的な公共スポーツ施設としての体育館の不足が解消さ

れるのか。総合スポーツ会館が担ってきたスポーツ機能を

今後どのように維持・継承していかれるのか、お聞かせく

ださい。 

 次に、旧中央卸売市場跡地への姫路市立高等学校の移転

について。 

 旧中央卸売市場跡地は姫路市立高等学校の移転が予定

されている場所で、学校移転の際には学生や人の流れや交

通量についても大きく変わることが予想されます。 

そのため、鉄道だけでなくバスなどの公共交通との接続

や、送迎車両が安全に乗降できるロータリーなど、学校や

駅を起点とした周辺整備の充実が重要です。学校移転に関

わる事案について質問いたします。 

1点目は、周辺整備について。 

手柄駅、南側の道路、西側の産業道路、周辺の公園の整

備など、学校施設と鉄道事業や県・市の各部局との一体と

なった交通安全対策や周辺地域のまちづくりに取り組む

ことで、地域の魅力がさらに向上することが期待されてい

ます。 

手柄駅の利用については、学生が多く利用されるように

なることが予想されます。前回の建設委員会では、手柄駅

の改札を西側の学校の所に設置することや広場をつくる

ことなどをお聞かせいただきました。 

鉄道駅やロータリーなどの整備についてどのようなや

り取りや協議が必要となるのか、お聞かせください。 

南側の道路については、今後の交通量の増加を見据え、

道路の拡幅や十分な歩道幅員の確保など、歩行者や自転車

の安全を最優先とした対策が必要ではないでしょうか。 

学校用地をセットバックして歩行者、自転車、自動車等

の通行に十分な幅員の確保は可能でしょうか。 

特に延末・東延末地域では交通量や交通の流れが変化す

ると考えられますが、手柄駅の周辺整備と交通安全対策に

ついてどのように取り組んでいかれるのか、お聞かせくだ

さい。 

周辺の公園についても、駅や周辺施設を利用する方々が

安全に立ち寄り、地域の憩いの場として活用できるよう、

整備や活用の在り方を検討する必要があります。どのよう

に取り組んでいかれるのか、お聞かせください。 

2点目は、地域との関わりについて。 

姫路市立高等学校について、地元地域からはどのような

学校になるのか、地域と学校のつながりや関わりが出てく

ることなどがあるのか、気にされている声もお聞きしてい

ます。 

学校として地域とのつながりについてどのようなこと

を考えられていますでしょうか、お聞かせください。 

 次に、教職員の働き方改革と多様な人材の活用について。 

 学校現場では、授業や学級経営だけでなく保護者対応、

部活動、学校行事、事務作業、地域との連携など、教職員

が担う業務が多岐にわたっています。 

教職員の長時間勤務が課題となる中、教職員が本来担う

べき教育活動により専念できる環境を整え、教職を魅力あ

る職業としていくためには、業務そのものを見直すととも

に、教職員以外の人材を積極的に活用することも有効な手

立てであると考えています。 

一方、学校には教員免許を必要とする業務と必ずしも教

員免許を必要としない業務があると考えます。そこで、免

許を持たない方が学校現場においてどのような業務を担

うことができるのか。国、県及び本市の状況についてお聞

かせください。 

その上で、地域の人材や民間企業、専門家など、教員免

許を持たなくても専門的な知識や経験を有する人材を柔

軟に活用することで、教職員の負担を軽減できる業務はな

いでしょうか。 

文部科学省の教師を取り巻く環境整備特別部会では、学

校と教師の業務の3分類として代表例の19の業務のほか、

地域・学校ごとに議論を踏まえて、業務を不断に見直すこ

とが必要と示されています。 

教職員が子どもと向き合う時間を確保し、教員という職

業の魅力を高めていくため、本市としてどのような取組を

進めていかれるのか、お聞かせください。 

次に、学びの多様化学校の設置について。 

不登校児童生徒の増加が全国的な課題となる中、本市に

おいても、学校に行きたくても行けない、あるいは現在の

学校の学習環境や教育課程が合わないなど、様々な事情を

抱える児童生徒への支援が重要となっています。 

こうした中、文部科学省は、不登校児童生徒の実態に配

慮した特別な教育課程を編成・実施する学びの多様化学校

の設置を推進しています。 
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学びの多様化学校は、単に学校に通うことを目指すだけ

ではなく、一人一人の状況に応じた学びの場を確保し、将

来の社会的自立につなげていく重要な選択肢の 1 つであ

ると考えます。 

そこで質問いたします。 

本市において、学びの多様化学校の設置に向けて、現在

どのような検討や取組が進められているのでしょうか。ま

た、設置する場合、どのような学校を想定しているのでし

ょうか。現時点での検討されている内容及び計画について、

本市の状況をお聞かせください。 

次に、避難所である体育館の空調整備等について。 

令和 8年熊本地震を受けて、避難所である体育館の空調

整備等について必要性が再認識される機会となっており

ます。 

文部科学省が 7 月 30日に公表した公立学校の空調設備

設置状況（5月 1日現在）によると、熊本県内の小中学校

で指定避難所となっている体育館や武道場は 532棟、冷房

が備わっているのは 111 棟で、設置率は 20.9％にとどま

っていることがニュースで取り上げられています。また、

トイレの洋式化についても注目が集まることとなりまし

た。 

同じような災害時における姫路市民の安心を伝えるた

めにも、清元市長になられてからの対応状況と、学校園の

空調整備及びトイレの洋式化、水道蛇口の自動水栓化、並

びに現在の姫路市の体育館の空調設備の整備状況を確認

させていただきたいと思います。 

コロナ禍において、学校園の空調整備及びトイレの洋式

化、水道蛇口の自動水栓化が進んでいて非常に助かったと

いう声を耳にしておりました。また、他都市からはどのよ

うにしてこれだけの数を一度に整備できたのか問われる

こともあります。 

最近、営繕関係の工事では、業種ごとの分離発注などの

原則を重視し過ぎや、物価高騰の把握の見誤りなどに起因

する入札不調やトラブルがあると聞いています。 

それ以上に成果を上げていると感じており、市職員が頑

張られていることを評価するとともに応援する意味でお

伺いいたます。 

建築職や電気・機械の設備系職員が限られる中、3年で

数多くの学校園を一度に整備するために、カネ・ヒト・モ

ノと言われる財源・業者・材料を確保することが重要であ

ることは想像できますが、営繕課において具体的に工夫し

たことや苦労されたことを庁内で共有し、後任の育成と併

せて、他の施策にも生かすことが大事と考えます。 

そこで質問いたします。 

1点目は、普通教室の空調整備、トイレの洋式化、自動

水栓の整備について。 

子どもたちが安心して学業に励むことができる、100％

完備となっている学校園の普通教室の空調整備について、

平成 30年度から令和元年度において 138 園の学校園を事

故繰越しにならないよう、2年で整備するために工夫され

たことはどのようなことか、お聞かせください。 

また、他都市に先駆けて、災害時の感染症の発生時にも

少しでも安心が得られるようにするために、令和元年度か

ら令和 4年度のトイレの洋式化や、令和 2年度に整備され

た自動水栓についても、どのような苦労や工夫をなされた

のか、お聞かせください。 

2点目は、体育館の空調整備状況と仕様について。 

令和 6年度から令和8年度の 3年で 100％整備するとし

ている姫路市の体育館の空調設備の整備状況をお聞かせ

ください。また、一時的に停電した場合の仕様についても

お聞かせください。 

 次に、大日増補幹線及び周辺の下水道管整備について。 

近年、局地的な大雨や集中豪雨が増加する中、浸水被害

から市民の生命や財産を守るため、雨水を安全かつ速やか

に排水する下水道施設の整備はますます重要となってい

ます。 

本市では、大日増補幹線について、楠町の東郷公園から

市之郷の大日線内まで延長約 1.2 キロの整備が計画され

ており、浸水対策として大きな効果が期待されています。 

一方、この工事は大規模な地下工事となることから、周

辺の地下水や井戸、住宅、道路などへの影響について、十

分な調査と対策が必要であります。 

また、先日 8月 26 日には、周辺地域の京町において、

陶管の破損による道路陥没が発生しました。周辺には古い

下水道管も残っており、住民からは今後の安全性を不安視

する声も聞いております。 

周辺地域では、工事が適切に進められ、排水能力が向上

することで、これまでの雨水や下水道管に関する悩みが解

消されることを願っているとの声もお聞きしています。 

そこで質問いたします。 

大日増補幹線の計画、概要及び整備によって期待される

効果についてお聞かせください。また、地下水や井戸、周
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辺住宅等への影響について、どのような調査や対策を行う

のでしょうか。 

7月末には隣接地域に工事説明会が行われましたが、今

後の調査や工事の対象となる周辺地域への十分な情報提

供についてはどのように行うのでしょうか。 

加えて、京町での道路陥没を踏まえ、周辺の老朽化した

下水道管の更新や整備について今後どのように対応して

いくのか、お聞かせください。 

次に、地球温暖化・気候変動への対策について。 

近年、全国的に猛暑や豪雨など、気候変動による影響が

身近なものとなっており、地球温暖化への対策は将来の環

境を守るだけでなく、市民の生命や暮らしを守るためにも

重要な課題となっています。 

本市においても、温室効果ガスの排出削減や再生可能エ

ネルギーの導入、省エネルギーの推進、公共施設における

環境負荷の低減など、様々な取組を進めているものと認識

しております。 

一方で、重要なのはこうした取組を実施することだけで

はなく、具体的な目標に対してどの程度の成果が上がって

いるのかを検証し、必要に応じて対策を見直していくこと

であります。 

そこで質問いたします。 

本市では現在、地球温暖化・気候変動対策として、具体

的にどのような取組を実施されていますでしょうか。温室

効果ガスの削減などについて、現在の取組状況をお聞かせ

ください。 

また、今後、気候変動による影響が一層深刻化すること

を見据え、現在の取組に加えて、さらなる温室効果ガス削

減や市民生活を守るための対策についてどのように取り

組んでいくのか、本市の考えをお聞かせください。 

次に、介護人材の確保と介護施設への支援について。 

介護における 2025 年問題に突入し、高齢化が進む中、

介護サービスを安定的に提供していくためには、介護を担

う人材を中長期的に確保していくことが重要な課題とな

っています。 

特に、介護現場では人材不足が深刻化する一方、介護職

員の処遇や他職種との賃金格差などから若い世代の人材

確保が難しい状況です。 

介護事業所では人材確保のための外国人労働者の受入

れが急速に進んでいます。2040 年代頃の介護ニーズのピ

ークに向けて、さらに人材確保が必要となることが予想さ

れています。 

本市としての外国人の人材の受入れをさらに進める考

えはあるのか。また、介護現場で働くためのコミュニケー

ションや意思疎通がしっかりとできて、安心して働き、地

域で生活するための日本語などの語学習得支援について、

どのように取り組んでいくのでしょうか。 

一方で、外国人材だけに頼るのではなく、日本人の 30

代、40 代を中心とした若手人材を確保することも重要で

す。今のままでは適任者が見つかるか不透明なため、事業

所の継続を危惧する声もお聞きしています。 

介護職への処遇について、全産業平均と月額約 8万円と

言われている賃金差を国と一体となってどのように改善

していくのか、お伺いいたします。 

また、介護施設では近年の建物の補修・改修費用の高騰

により、必要な修繕が困難となっています。さらに金利上

昇が拍車をかけることになり、今まで計画的に修繕積立て

を行ってきた施設ですら十分な改修費用を確保できずに、

施設の継続をどうすればよいか思案されている声をお聞

きしています。 

これまで人材確保ができずに閉所する施設もありまし

たが、このたびの建物維持については新たな課題です。創

設には補助制度がある一方、広域型既存施設を維持するた

めの支援も必要ではないでしょうか。 

さらに、近年、災害が激甚化する中、施設によっては敷

地付近の地質調査だけで多額の費用を要し、落石や土砂災

害対策にはさらに数千万円規模の費用が必要となるケー

スもあります。 

建物の補修・改修については国や県の補助メニューもあ

りますが、条件が限定的で実際のニーズに当てはまってい

ないようにも見受けられます。 

私どもも県や国に要望を挙げていきたいと考えており

ますが、介護サービスを継続するための施設の維持や防災

対策について、本市としての必要な支援をどのようにして

いくべきとの考えがあるのか、お聞かせください。 

最後に、新動物愛護施設の整備と機能の充実について。 

近年、地域において猫の繁殖や地域猫をめぐる問題が増

えており、ＴＮＲ活動や餌やりについて、自治会や地域住

民から、どこまで地域が関わればよいのか分からないとい

った相談を受けることがあります。 

また、餌やりの方法や置き餌をめぐって住民同士やボラ

ンティア同士のトラブルに発展するケースもあり、動物を
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大切にしたいという思いは共通していても、考え方や方法

の違いから人間関係が難しくなることもあります。 

地域では、熱心に地域猫のことを思って、周囲に相談し

たり情報を集めたりしながら進められている方や、地域猫

のことを思いながらも、情報や知識がないために後ろめた

いように隠れて餌やりをしている方もおられるようです。  

市民の方々が適切な情報を得ることができ、理解を深め

ることで、地域猫の存在を大事にしていただけるようにな

ることを願っています。 

複数の場所で地域猫の相談を受け、対応に取り組んでい

ますが、地域や人によって認識がまちまちの状態であるた

め、本施設が今後、生き物を大切にする拠点となることを

願うとともに、どのようにしていいか分からずにいる方へ

の情報発信となる役割も担っていただきたいと期待して

います。 

本施設の整備計画が進むに当たり、動物病院やクリニッ

ク、どうぶつ弁護団、愛護団体など地域猫の課題に取り組

まれている方々からも、どのような施設になるのか気にな

る、生き物を大切にした施設整備となるのか心配している

との声もお聞きしています。 

そこで質問いたします。 

1点目は、計画及び整備スケジュールについてどのよう

になっているのか、お聞かせください。 

2点目は、周辺地域への周知と関わりについて。 

周辺地域では、本施設の整備について知らない方もまだ

多くおられます。施設周辺の住民への説明・周知の状況と、

今後、地域と本施設がどのように継続的に関わっていくの

か、お聞かせください。 

3点目は、機能及び役割の充実について。 

どのような機能を備えた施設となるのか。また、本施設

には、動物の保護・愛護に加え、地域猫やＴＮＲについて、

住民や自治会、ボランティアなどがどう対応すればよいの

かを相談でき、適切な情報を得られる拠点としての役割も

期待しています。 

また、市が所有する捕獲器についても、猫が傷つくこと

のないよう、より適切な器具の導入を検討すべきではない

でしょうか。ご所見をお聞かせください。 

4点目は、公園猫適正管理推進サポーター制度の導入に

ついて。 

都市環境の維持と動物愛護の両立のために、公園猫適正

管理推進サポーター制度などを設けてみてはいかがでし

ょうか。 

例えば、姫路城周辺の公園から、餌やりの方法や清掃等

について一定のルールを設けることで、景観の保全と地域

猫の適正管理、住民・ボランティア間のトラブル防止につ

なげられると考えます。市民との協働及び市民の相互理解

による取組を進めることで、意識啓発などにも大きな効果

も見込まれます。 

公園猫適正管理推進サポーター制度の導入についてご

所見をお聞かせください。 

以上で、第１問を終わらせていただきます。 

◯西本眞造議長 

本日の会議時間はあらかじめこれを延長します。 

 清元市長。 

◯清元秀泰市長（登壇） 

石見議員のご質問中、1 項目めと 14 項目めのうち、1

点目と 2点目についてお答えいたします。 

まず 1項目め、清元市長のこれまでの市政運営と未来の

課題についての 2 期目の主要な政策や事業の成果や達成

状況についてでありますが、人口減少による社会構造の変

化や物価高、高齢化による社会保障費の増加、公共施設や

インフラの老朽化など、本市を含め日本全体が将来の見通

しが立ちにくい社会に直面しております。 

しかしながら、先行きが不透明な状況であるからこそ、

姫路の未来を創造し、市民の皆様が希望を持てるまちづく

りを着実に推進することが極めて重要であると認識して

おります。 

この認識の下、2期目の 4年間につきましても、市長就

任以来、掲げてまいりました、市民の皆様のＬＩＦＥに関

わる 4 つのメインテーマの実現に向けて全力で取り組ん

でまいりました。 

本市の未来のため、真に必要不可欠な施策につきまして

は、たとえ実現に向けて生じる課題や厳しいご批判があろ

うとも果断に実行していく覚悟で市政運営に邁進してま

いりました。 

その結果、今期掲げました主要な政策や事業、いわゆる

公約につきましては、既に達成したものも含め、おおむね

実現に向け、着実に取組を進めることができたものと確か

な手応えを感じております。 

まず、社会の礎である「ひと」への投資が、市民の皆様

が未来に希望を持ち安心して子どもを産み育てるために

必要不可欠であると位置づけ、ライフステージに応じた切
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れ目のない支援を行うなど、本市独自の施策を展開いたし

ました。 

具体的には、令和 6年 7月から実施したこども医療費の

完全無償化により、18 歳までの全ての子どもたちの通院

費や入院費を無償化し、子育て世帯の経済的負担を軽減い

たしました。 

さらに、若い世代の多様なライフプランを支援する取組

として、卵子凍結費用の助成を新たに開始し、令和 7年度

は 37 件の助成を行うなど、市民の皆様がプレコンセプシ

ョンケアに取り組む環境の整備を進めました。 

あわせて、県内で初めて妊婦向けＲＳウイルスワクチン

接種費用の助成を開始し、ＲＳウイルス感染症から乳児を

守るとともに、子どもたちの健やかな育ちを支える体制の

強化を図りました。 

また、本市が国内外から選ばれるまちとなるため、観

光・経済・文化など幅広い分野での連携強化に向けた確か

な礎を築くことができました。 

具体的には、本市が誇る世界文化遺産・姫路城がポーラ

ンドのヴァヴェル城、オーストリアのシェーンブルン宮殿

及びチェコのプラハ城と姉妹城提携を行い、国際的なプレ

ゼンス向上に向けた取組を進めたほか、グローバル人材の

育成及び観光や文化分野における相互連携を強化し、本市

のさらなる国際化と地域の活性化を図るため、台北市との

連携協定を締結いたしました。 

2期目の最終年度となる今年度につきましても、未来へ

の投資を着実に実行してまいります。具体的には、令和6

年度より取り組んでいる全ての市立学校への空調整備を

今年度中に完了いたします。 

これにより、夏の猛暑から子どもたちを守る教育環境の

充実のみならず、災害時に命を守る避難所としての機能も

強化し、市民の皆様のＬＩＦＥを守るための基盤を確固た

るものとしてまいります。 

また、国際大会やプロスポーツ大会が実施可能な施設と

して 10 月に開館する大和工業アリーナ姫路を、スポーツ

を核とした交流人口の拡大やにぎわい創出の新たな拠点

として幅広く活用していくことで、地域にさらなる活力を

生み出してまいります。 

加えて、様々な分野において従来の方式の見直しを進め

つつ、社会的使命を終えた事業や期待した効果が表れてい

ない事業につきましては、廃止・縮小を行うなど、人口減

少時代に適応できる行政へのモデルチェンジを図ってい

るところであります。 

今後も、未来のあるべき姿から逆算するバックキャステ

ィングな思考を羅針盤としながら施策を展開してまいり

ます。  

 次に、本市が未来に向けて力を入れて取り組むべき課題

についてでありますが、本市を含め、日本は今、長く続い

た人口増加の時代を経て、本格的な人口減少の時代を迎え

ています。 

少子化の進行を背景とする人口減少やそれに伴う生産

年齢人口の減少は、地域経済の縮小や行政サービスの維

持・提供に影響を及ぼすおそれがあります。 

この人口減少という大きな課題に向き合い、本市が持続

的に発展していくためには、社会の礎である「ひと」を育

て、選ばれる「まち」を築き、人口減少の時代に適応した

「しくみ」へと変革することが不可欠です。 

市政運営の際、私が常に強く意識しておりますのは、今

を生きる市民の皆様だけではなく、次世代を担う子どもた

ち、また、これから生まれてくる子どもたちが姫路の豊か

さを享受できるよう、未来に引き継いでいく責任が私たち

にはあるということです。 

このまちが今、力強く輝き続けていられるのは、ひとえ

に先達の皆様がこのまちを築き上げ、そして今を生きる市

民の皆様、お一人お一人が姫路を愛し、支えていただいて

いるからにほかなりません。 

この尊い輝きをさらに確かなものとするため、今この瞬

間の課題解決のみならず、将来の姫路の姿を見据え、人口

減少の時代にあっても誰もが未来に希望を持ち、安心して

暮らし続けられるよう力強く着実に市政を推し進めてま

いります。 

 次に 14 項目め、新動物愛護施設の整備と機能の充実に

ついてのうち、計画及び整備スケジュールについてであり

ますが、現在の動物管理センターは、主に犬・猫の収容や

処置を目的として運営してまいりました。 

 このたび新たに整備する施設は、現在の施設に隣接する

緑地において、老朽化した熱帯植物園を解体し、動物愛護

に適した新たな拠点として整備するものであります。 

また、本施設は近年の動物愛護に対する意識の高まりや

動物愛護管理法の趣旨を踏まえ、動物愛護と共生の考え方

を普及・啓発する機能を備えた拠点へと、その役割を転換

させるべく、現在計画を進めているところであります。 

具体的な整備スケジュールといたしましては、昨年度に
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基本設計、今年度は実施設計を行っており、今後、令和9

年度から 10年度にかけて建設工事を実施し、令和10年度

中の竣工・供用開始を目指しております。 

次に、周辺地域への周知と関わりについてでございます

が、これまでに地元連合自治会や隣接する事業者等の皆様

に対し、複数回にわたる説明会を開催し、施設の整備内容

及び展開する事業の周知に努めてまいりました。 

議員ご指摘のとおり、まだ十分に周知が行き届いていな

いとの声があることも認識しております。 

今後は、整備スケジュール等の進捗状況や、事業内容に

つきましても、市民の皆様に対し、より一層きめ細かな周

知を図ってまいります。 

また、地域との関わりにつきましては、当施設を利用し

た動物へのしつけ方教室や市政出前講座など、地域におけ

る動物愛護を担う拠点として地域住民の皆様と継続的に

関わるとともに、ホームページや広報誌を通じた積極的な

情報発信にも取り組み、市民の皆様に愛される施設となる

よう努めてまいります。 

以上でございます。 

◯西本眞造議長 

 井上副市長。   

◯井上泰利副市長（登壇） 

 私からは、3項目めについてお答えいたします。 

本市経済の持続的な発展を図るためには、企業や経済団

体の声を踏まえた経済政策が重要であると認識しており

ます。 

 令和 8年度の政策形成に当たりましては、経済団体等か

ら、企業の生産性向上やＤＸ推進支援の強化、労働力不足

に伴う人材確保、産官学が一体となった人材育成、就業者

への教育支援など、多岐にわたる要望をいただいておりま

す。 

これらの要望に加え、国の補正予算措置も踏まえながら、

本市では、ＡＩを活用した業務の省力化などの取組を支援

する産業デジタル化推進事業やデジタルを起点として経

営全体を見直すＤＸ経営塾、さらには高度外国人材と企業

のマッチング事業などを新たに事業化してまいりました。 

また、企業の生産性向上やＤＸ推進支援の強化として、

姫路ものづくり支援センターにおけるＩＴ相談窓口の開

所日の拡充や、ＤＸ支援の専門家が事業所を訪問するＤＸ

推進専門家派遣事業を実施しております。 

さらに、人材確保対策として、理工系大学生に加えその

保護者も対象とした企業見学バスツアーなど、既存事業の

拡充も実施しております。 

次に、本市の経済対策や企業支援の成果の把握・分析に

ついてでございますが、令和 5年度に実施した企業立地推

進施策の経済波及効果調査では、事業効果、今後必要と考

えられる支援、経済波及効果、雇用効果、市税の増収効果

などについて分析し、成果を確認しております。 

そのほか、各事業の事業完了報告書などを通じて、事業

の実施件数や参加者数等の実績を把握しているところで

ございます。 

また、プレミアム付き商品券の換金率、展示会への出展

や商談会への参加による商談成立件数、学生向け就職イベ

ントによる内定者数などにつきましては、事業終了後に成

果を把握しており、一定の成果があったものと認識してお

ります。 

このように、事業の実施効果をその都度分析している事

業がある一方で、毎年度継続している経済政策の中には、

中長期的な経済効果を十分に把握・分析できていない事業

もございます。 

そのため、一定期間を経た後の実質的な効果をどのよう

に調査・分析していくかについて、費用対効果も含めた手

法の確立に向けて研究を進めてまいります。  

こうした検証を次の政策形成につなげるとともに、経済

団体等と密に協議・連携しながら、姫路経済の持続的な成

長と活性化に取り組んでまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

◯西本眞造議長 

福本健康福祉局長。 

◯福本裕丈健康福祉局長（登壇） 

 私からは、2項目めのうち健康福祉局所管部分、13項目

め並びに 14 項目めの 3点目及び 4 点目についてお答えい

たします。 

まず、2項目めの国民健康保険事業特別会計への繰出金

についてでございますが、福祉医療費助成制度の実施に伴

う国民健康保険医療給付費の波及増分は、その財源を被保

険者の保険料負担とせず、一般財源で措置することが適切

との考え方に基づき、従前より一般会計から繰り出してお

ります。 

令和 7 年度決算における繰出額は 5 億 7,773 万 7,000

円で、このうち 18 歳までの医療費無償化分は約 7,800 万

円でございます。 
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今後も、本市の重要施策の実施に伴う医療給付費の波及

増分につきましては、引き続き一般会計からの繰出しを行

い、必要な財源の確保に努めてまいります。 

次に、13項目めについてでございます。 

まず、本市として外国人の人材の受入れをさらに進める

考えはあるのかについてでございますが、現在、本市では、

介護人材の確保・定着を目的として、介護職員に対する研

修受講費用の助成、奨学金返済支援、介護支援専門員の資

格更新費用の助成などに取り組んでおります。 

本市の介護人材確保に向けた方向性としましては、外国

人の受入れに特化するのではなく、日本人・外国人ともに

介護サービスの貴重な担い手であることから、今後さらな

る人材の確保、定着に向けて取組を進めてまいりたいと考

えております。 

次に、外国人に対する日本語学習の支援について、どの

ように取り組んでいくのかについてでございますが、本市

では、令和 8年度の新規事業として、外国人介護人材を受

け入れる法人を支援することを目的に、入国 1年目の外国

人介護人材を対象とした日本語学習の受講料などを助成

する外国人介護人材受入支援事業を開始することとして

おり、介護事業者への案内を 9月下旬頃に予定しておりま

す。 

次に、介護職と他職種の賃金差を国と一体となってどの

ように改善していくのかについてでございますが、介護報

酬につきましては、国において令和8年度にプラス2.03％

の臨時改定が実施されております。 

また、令和 9年度を初年度とする第 10 期の介護報酬に

つきましては、現在、国において検討されているところで

ございますが、経済財政運営と改革の基本方針 2026 で他

職種と遜色のない処遇改善の実現を図ると明記されてい

ることから、増額改定が見込まれると考えております。 

このように、賃金面での処遇改善につきましては、国に

おいて定められることから、本市といたしましては、担う

べき役割として介護人材の定着支援等に取り組んでおり

ます。 

今後も引き続き介護事業者と協議を行い、より効果的な

人材確保策を検討してまいりたいと考えております。 

次に、介護施設への支援についてでございますが、広域

型施設の改修につきましては、現行の補助制度では、介護

施設等の創設と併せて実施することが要件となっており

ます。 

また、防災対策に関する補助制度につきましても、県の

制度では土砂災害特別警戒区域等からの移転改築、国の制

度では非常用自家発電設備の整備など対象が限定されて

おります。そのため、既存施設の改修や防災対策のみを希

望する法人にとっては、現行制度が活用しにくいことが課

題であると認識しております。 

本市では、これまでも事業者に対し補助制度の周知を図

るとともに、施設の改修や防災対策に係る補助要件の緩和

について、国や県に継続して要望してまいりました。 

今後も、介護施設への支援制度について調査・研究を進

め、実情に即した補助制度の創設・拡充について、引き続

き国や県に要望してまいります。 

次に、14 項目めの 3 点目、新動物愛護施設の機能及び

役割の充実についてでございますが、公衆衛生上重要とな

る狂犬病やマダニ、トキソプラズマなどの人獣共通感染症

予防を目的とする、従来から実施してきた動物管理業務に

加え、動物愛護推進員や動物愛護団体と連携し、動物愛護

推進施策の拠点として、機能の充実を図ってまいります。 

具体的には、有識者からなるワーキンググループで協議

された飼育スペース、治療室及びトリミング室等の機能を

拡充するとともに、犬のしつけや運動に活用できる全天候

型の屋内運動場、猫の習性に配慮した飼育・展示スペース

として猫モデルルームを整備するなどの新機能を設けま

す。 

次に、新施設の役割についてでございますが、啓発図書

コーナーや相談室を設けることで、市民が気軽に相談でき、

必要な情報を適切に入手できるよう、求められる役割の充

実に努めてまいります。 

次に、猫が傷つくことのない適切な捕獲器の導入につい

てでございますが、現在、本市では、釣り針式及び踏み台

式による猫の捕獲器を貸出しをしておりますが、どの捕獲

器においても捕獲時の猫の予期せぬ行動により、安全性が

十分に担保出来ていないと考えております。今後は、他都

市の状況を踏まえ、捕獲するうえでより安全なものを調査

し、導入に努めてまいります。 

次に、4点目についてでございますが、大阪市の公園猫

適正管理推進サポーター制度は、公園等で活動するボラン

ティアを登録し、不妊去勢手術、餌やりやふん尿の適正管

理、周辺住民への啓発などを担う制度であることは認識し

ております。 

本市では、同様の制度として、動物愛護の普及啓発や適



（080910 石見和之議員 未定稿） 

  

- 11 - 

 

正飼育の推進等に協力いただく姫路市動物愛護推進員制

度を設けております。 

本市の推進員の中には、姫路市飼い主のいない猫不妊手

術助成を活用し、猫の繁殖を抑制するとともに、地域の代

表者や公園管理者等への説明、トイレの設置、餌の適正な

管理などを行い、地域の理解を得ながらボランティアとし

て活動を続けておられます。 

さらによりよい制度となるように、大阪市のサポーター

制度も含め、他都市の取組を調査研究してまいります。 

以上でございます。 

◯西本眞造議長 

 松浦上下水道事業管理者。 

◯松浦正宗上下水道事業管理者（登壇） 

 私からは、2 項目めのうち上下水道局所管分及び 11 項

目めについてお答えいたします。 

まず、2項目めでございますが、皮革汚水処理経費に係

る繰入金は環境保全を目的としたものであり、令和 7年度

の決算額は 7億 7,649 万 3,000円でございます。 

今後につきましても、経営の合理化を推進するとともに、

国や兵庫県に対し皮革排水処理に係る財政支援の要望を

継続し、適正な額を繰り入れていきたいと考えております。 

次に、水道事業に対する繰入れは管路耐震化を目的とし

ており、令和 7年度決算額は 2 億 940 万円でございます。

管路耐震化は水の安定供給と安全確保の観点から公益に

資するものであり、今後も必要な額を一般会計から繰り入

れる予定でございます。 

次に、コミュニティ・プラント事業及び集落排水事業に

対する繰入れは、これらの事業による環境保全効果を発揮

し、事業を適正に運営することを目的としており、令和7

年度決算額はコミュニティ・プラントで 2億 407 万 6,000

円、集落排水で 100 万 7,000 円でございます。 

コミュニティ・プラント事業及び集落排水事業について

は、経営の合理化を図るため、順次、公共下水道への統合

を進めており、将来的には、繰入金も減少していく見込み

でございます。 

いずれの事業につきましても、社会経済情勢の変化に対

応しつつ経営の合理化に努め、必要最小限の繰入金として

まいりたいと考えております。 

次に 11 項目めにつきましては、本市では、浸水常襲地

域の浸水対策として、10 年確率降雨を対策規模とした雨

水幹線や雨水ポンプ場などの整備を実施しております。 

そのうち大日増補幹線は、雨水管理総合計画のⅠ期事業

に位置づける浸水対策施設であり、姫路駅周辺の中心街東

部の合流式下水道の能力増強を目的に、内径 3,750ミリメ

ートル、延長約 1.2 キロメートルの下水道増補管を整備す

るものであります。 

過去に多数の浸水実績がある大善町などの特に 2 号線

北側の地域における浸水被害軽減の効果が期待されます。 

工事に伴う地下水や井戸、周辺住宅等への影響について

は、工事の前後に状況調査を実施し、工事影響の有無を確

認してまいります。その結果、工事後に異常が確認され、

その原因が工事によるものと認められる場合には、適正に

対応してまいります。 

次に、情報提供については、周辺地域の自治会に対して

定期的に進捗状況を報告するとともに、工事現場に設置す

るデジタルサイネージを活用し、積極的な情報提供に努め

てまいります。 

最後に、周辺地域の老朽化した下水道管への対応につい

てでございますが、本市の下水道管路の老朽化への対応は

姫路市公共下水道ストックマネジメント計画に基づき対

策を行っております。 

その中で、京町地区を含む姫路駅北地域は、比較的早い

時期に下水道管路が整備された地域であることから、現在、

優先的に管路の健全度調査を進めています。 

今後、その調査で異状が確認された場合には、必要に応

じて詳細調査を行い、損傷の状況を踏まえ、リスクの高い

箇所から順次、更新工事を実施してまいります。 

以上でございます。 

◯西本眞造議長 

森観光経済局長。 

◯森  健観光経済局長（登壇） 

 私からは、4項目めについてお答えいたします。 

まず、外国人観光客への宿泊誘致のプロモーションにつ

いてでございますが、姫路観光コンベンションビューロー

では、外国から本市を訪れる団体旅行を対象とした宿泊費

の助成を行っております。 

また、旅行会社、メディア、インフルエンサーなどの視

察ツアー、いわゆるファムトリップや海外セールスも積極

的に実施しておりますので、引き続き同ビューローと協力

し、宿泊を伴う外国人観光客の誘客により一層努めてまい

ります。 

次に、空港から本市への直通バスなどアクセスの可能性
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の検討についてでございますが、現在、交通事業者が販売

する、神戸空港から姫路駅までの乗車券と姫路城の入城券

をセットにした企画乗車券に協力しております。 

議員ご提案の空港から本市への直行バスや直通特急に

つきましては、最終的には事業者の判断によるものと考え

ますが、引き続き交通事業者と連携し、本市への誘客促進

に取り組んでいく中で、どのような形で本市が連携できる

かということも検討しながら、継続的に働きかけてまいり

ます。 

また、本市をハブとした周遊ルートにつきましては、西

日本・九州への誘客を図る西のゴールデンルート実行委員

会におきまして広域周遊ルートを造成し、ウェブページで

の周知を図っているところでございます。 

さらに、播磨圏域連携中枢都市圏におきましても、観光

客の移動・消費データ等を基に、姫路をゲートウェイとし

たモデルルートの造成を進めているところであり、令和9

年度にかけてプロモーションを実施する予定でございま

す。 

次に、宿泊者限定の観光特典など、宿泊にメリット感を

感じてもらえる仕組みも必要ではないかについてでござ

いますが、現在、市内に宿泊する修学旅行生を対象に、姫

路城の開城前に入城できる特典を提供しております。 

加えて、姫路観光コンベンションビューローにおきまし

て、姫路城の開城前または閉城後の入城を組み込んだ旅行

商品を企画・販売しており、市内への宿泊促進を図ってい

るところでございます。 

今後も姫路観光コンベンションビューローや観光関連

事業者とより一層連携を深め、議員ご提案のタイアップ企

画や新たな観光需要の取り込みについても検討し、市内で

の滞在時間の延長や受入れ体制の整備を進めてまいりた

いと考えております。 

以上でございます。 

◯西本眞造議長 

 八杉農林水産環境局長。 

◯八杉成信農林水産環境局長（登壇） 

 私からは、5 項目め及び 12 項目めについてお答えいた

します。 

まず、5項目めの 1点目についてでございますが、令和

7年度決算の実質収支は5億6,000万円の黒字の見込みと

なっておりますが、ここ数年、使用料収入が減少傾向にあ

ることが課題と認識しております。 

特に、市場事業者の売上げにかかる売上高割使用料は市

場の取扱数量・金額と直結することから、市場関係事業者

の収益性に重大な影響があると懸念しているところでご

ざいます。 

本市としましては、取扱数量・金額の減少の主な要因を

市場外流通などの要因と市場のブランディング不足等に

よるものと考え、令和 7年 3月に改定した姫路市中央卸売

市場経営戦略において、10 年間で市場の取扱数量・金額

を回復させることを目標としております。戦略に掲げる施

策、取組を実施することで使用料収入の増収を図りたいと

考えております。 

また、一般会計からの繰入金につきましては、市場の運

営経費の 3 割を繰入れする行政指導監督費繰入金と施設

の建設改良に要した経費の 5 割を繰入れする市債償還金

繰入金がございます。 

いずれも総務省の基準に基づく基準内の繰入れで、市債

償還金繰入金は償還年数限りで終了いたしますが、行政指

導監督費繰入金につきましては、運営経費を必要最小限に

抑えることを常に念頭に置いて、繰入金額の縮減を図って

まいります。 

次に、2点目についてでございますが、市場の将来プロ

ジェクトチームは、場内事業者の若手経営者や従業員のう

ち約 20 名で構成され、経営戦略に基づき昨年度新たな組

織として設置されました。市場の取扱数量・金額の拡大に

向け、若手ならではの発想で様々な取組を実施しておりま

す。 

具体的な成果としまして、昨年度は、本市場のブランデ

ィングのため市場のロゴマークやキャラクターを作成し、

今年度は商談会や他市場との意見交換、またＳＮＳを活用

し市民を対象とした市場の新鮮な食材と恋活を合わせた

料理教室等を実施しているところでございます。 

本市からの支援としましては、プロジェクトチーム会議

へのオブザーバー参加や市場活性化補助金の予算拡充等

により、これらの取組やチャレンジに伴走支援する体制を

整えております。 

次に、12項目めについてお答えいたします。 

まず、地球温暖化・気候変動対策としての主な取組とい

たしましては、太陽光発電などの再生可能エネルギーの普

及促進事業、電気自動車など次世代自動車の導入促進事業

を実施しております。 

昨年度の温室効果ガス削減等の実績は、事業者向けの太
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陽光発電設備補助では 8件で、合計 840 キロワット分の太

陽光発電設備が導入され、削減されるＣＯ₂排出量は、推

計値ではございますが年間約 348 トン、市民向けの住宅用

蓄電システム補助では 237 世帯に蓄電システムが導入さ

れ、削減されるＣＯ₂排出量は年間約 251 トン、電気自動

車の購入補助では、事業者向け、市民向けを合わせて 110

台の導入で、これにより削減されるＣＯ₂排出量は年間約

96トンを見込んでおります。 

次に、さらなる温室効果ガス削減や市民生活を守るため

の対策についてどのように取り組んでいくのかについて

でございますが、昨年度から宅配ボックス設置補助を開始

したほか、今年度から自家消費型太陽光発電設備及び蓄電

池の導入促進補助を実施しております。 

さらに、今年度は、国の物価高騰対応重点支援地方創生

臨時交付金を活用して、家庭のエアコン・冷蔵庫の省エネ

性能の高い製品への買替えを促進することによりＣＯ₂排

出量削減を図る省エネ家電買換え促進事業を実施してお

ります。 

今後の取組につきましては、国・県の動向や他都市の事

例等を注視するとともに、既存事業の検証・見直しを行う

ことで、費用対効果の高い施策の展開を検討してまいりた

いと考えております。 

以上でございます。 

◯西本眞造議長 

西本商工・スポーツ担当理事。 

◯西本英史商工・スポーツ担当理事（登壇） 

 私からは、6項目め１点目及び 3点目についてお答えい

たします。  

 はじめに、6項目め１点目の手柄山スポーツ施設整備運

営事業契約に係る増額変更についてでございますが、物価

変動に伴うサービス購入料の改定による契約金額の増額

が 14億 971 万 8,431 円、割賦金利の確定による契約金額

の増額が 6億 7,478 万 7,288 円、合わせて 20億 8,450 万

5,719 円の増額変更を行うものでございます。 

 本事業における整備費につきましては、当初の 256.4

億円から本議案の増額変更分を含め 136 億円増の 392.4

億円となります。 

最終的な財源内訳は、国庫補助金131.1億円、市債132.6

億円、基金 90億円、民間資金 38.7 億円となる見込みでご

ざいます。 

また、当初の財源見込みと比較しますと、国への要望活

動等によりまして、国庫補助金が 97.1 億円、市債の交付

税措置が 32.8 億円、それぞれ増加したことから、本市の

実質的な一般財源の負担額は、契約当初の 215.6 億円に対

し、6.1 億円増の 221.7 億円となるものでございます。 

大和工業アリーナ姫路が、市民の皆様に愛され、誇りに

思っていただけるよう取り組んでまいります。 

次に、3点目の周辺のスポーツ施設の整備について、ま

ずウインク陸上競技場の改修が必要ではないかについて

でございますが、本競技場は、昭和 39 年の建設から 60

年以上が経過しており、これまで耐震補強や屋上防水など

の工事を順次実施してきたところでございます。 

しかしながら、議員ご指摘のとおり、施設の老朽化によ

り安全性や快適性の観点から様々な課題があるものと認

識しており、施設全体の再整備が必要であると考えており

ます。 

今後、公認検定の時期との調整を図りながら、整備に当

たっての諸条件を整理し、改修の規模や実施時期について

検討を進めてまいりたいと考えております。 

次に、大和工業アリーナ姫路の開館によって体育館の不

足が解消されるのかについてでございますが、大和工業ア

リーナ姫路の開館に続き、ヴィクトリーナ・ウインク体育

館の大規模改修後におきまして、土日等における大会等の

使用希望に全てお応えできるか、現時点では不明でござい

ますが、大和工業アリーナ姫路でサブアリーナ 1面が新た

に整備されましたので、不足状態が緩和されることを期待

しております。 

また、総合スポーツ会館の機能をどのように維持・継承

していくのかについてでございますが、 屋内プール、柔

道場・剣道場及び卓球場などの機能は大和工業アリーナ姫

路に維持・継承していくこととしており、スポーツ大会等

につきましては、各体育館を活用しながら継承していくこ

ととしております。 

今後も、それぞれの施設の役割を踏まえ、市民の皆様が

スポーツを楽しめる環境の確保に努めてまいります。 

以上でございます。 

◯西本眞造議長 

橋本建設局長。 

◯橋本正生建設局長（登壇） 

 私からは、6項目めの 2点目及び 7項目めの 1点目の建

設局所管部分についてお答えいたします。 

まず、6項目めの 2点目についてでございますが、ＪＲ
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手柄山平和公園駅の開業や大和工業アリーナ姫路の開館

に伴い、交通量の増加が懸念されることや周辺道路の安全

対策の検討が必要なことは認識しております。 

今後、開館後の交通量の変化に注視しつつ、周辺道路や

河川の整備について、その必要性も含め警察や地元自治会

と協議し検討してまいります。 

次に、7項目めの 1点目についてでございますが、議員

ご指摘のとおり、旧中央卸売市場跡地の南側市道につきま

しては現状の歩道幅員は十分でないと認識しており、学校

用地側への拡幅が可能なため、整備内容を検討しておりま

す。 

また、手柄駅周辺の安全対策につきましては、交通量の

変化に伴う周辺道路の整備方針につきまして、その必要性

も含め、警察や地元自治会と協議し、検討してまいります。 

公園の整備や活用につきましては、学校の移転に伴い、

新たに学生の利用が見込まれるため、誰もが安全に利用で

き、地域の憩いの場として活用してもらえるような公園が

必要であることから、今後、維持管理に配慮した整備や活

用のあり方を検討してまいります。 

以上でございます。 

◯西本眞造議長 

種谷都市局長。 

◯種谷 康都市局長（登壇） 

私からは、7項目めの 1点目のうち都市局所管部分及び

10項目めについてお答えいたします。 

まず、7項目めの 1点目につきましては、市立高校の最

寄駅となる手柄駅は、市立高校の校舎整備に合わせて西改

札口の新設や駅前広場を整備できるよう、庁内関係部局と

連携して整備計画やスケジュールの検討を進め、着実に事

業の進捗が図れるよう、西改札口の事業主体である山陽電

鉄と構造や事業費等についてしっかりと協議を進めるこ

とが必要であると考えております。 

続いて、10 項目めの 1 点目につきましては、短期間に

膨大な業務が発生することから、他部局からの協力を得て、

職員を増員し業務体制の強化を図るとともに、教室の特性

を生かし、機器の仕様や配置を標準化することで設計積算

の効率化を図りました。 

また、発注方式について、普通教室の空調整備はデザイ

ン・ビルド方式を、トイレの洋式化は建築工事と電気工事、

機械工事を一括して発注する方式を採用したほか、自動水

栓は短期間で交換できる取替式を提案いたしました。 

さらに、各メーカーへ市場の流通見込みを聞き取り、機

器の調達が可能か確認するなど様々な取組を行うことで、

短期間で整備できたと考えております。 

次に、2点目につきましては、本年 8月末時点で対象と

なる 107 校のうち 84 校の整備が完了しており、令和 8年

度中に全て完了する予定でございます。 

仕様につきましては、ガス方式の空調機は約半数の室外

機に発電機能を備えているため、停電時においてもガスが

供給されていれば、それらの空調機を稼働できるほか、一

部の照明やコンセントも使用が可能となります。 

また、電気方式の空調機につきましては、停電時に空調

は使用できませんが、発電機を接続することで、一部の照

明やコンセントの使用が可能となり、災害時にも一定の機

能を確保できる仕様でございます。 

以上でございます。 

◯西本眞造議長 

 久保田教育長。 

◯久保田智子教育長（登壇） 

 私からは、7項目めの 2 点目、8 項目め及び 9 項目めに

ついてお答えいたします。 

まず、7項目めの 2点目についてでございますが、姫路

市立高等学校につきましては、旧中央卸売市場跡地への移

転に向け、新校舎建設に係る基本構想・基本計画の策定を

進めているところでございます。 

このうち基本構想の策定に当たりましては、「未来を拓

く ふるさと姫路の人づくり」を基本理念に、これからの

時代を担う人材を育成していく上でふさわしい教育施設

となるよう、施設コンセプトや機能等について検討を進め

ており、企業や大学など多様な主体との連携や地域とのつ

ながりを重視する地域に開かれた学校を施設コンセプト

の 1つとしたいと考えております。 

このような教育環境を整えていくことにより、子どもた

ちが多様な人々との交流を通じて学ぶ楽しさを知り、他者

と協調しながら課題に取り組む力をより一層育んでいく

とともに、地域への理解を深め、郷土愛を醸成する契機と

なることを目指しております。 

また、学校が交流の拠点として活用されることで、人々

がつながり、地域の魅力を高めていく効果を期待している

ところでございます。 

次に、8項目めについてでございますが、本市では、文

部科学省が示す学校と教師の業務の 3分類、すなわち学校
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以外が担うべき業務、教師以外が積極的に参画すべき業務、

教師の業務だが負担軽減を促進すべき業務に基づき、学校

における業務の整理と役割分担を進めております。 

教員免許を持つ教員が、授業や評価などの教育業務に専

念できるよう、教員免許を持たない方に補助的な業務を担

っていただくという基本的な役割分担のもと、スクール・

サポート・スタッフや部活動指導員、特別支援教育支援員

などの外部人材を配置しているところでございます。 

今後とも、支援業務内容の見直しや適正な配置に努め、

教員が子どもと向き合う時間をしっかりと確保できるよ

う取組を進めてまいります。 

次に、9項目めについてでございますが、学びの多様化

学校は不登校対策の有効な選択肢の 1 つであると認識し

ており、現在、設置に向けて、庁内で協議を重ねながら、

課題整理を行っているところでございます。 

県内外の先進地視察等により、学びの多様化学校設置を

含め、市全体の不登校対策及び子ども・若者の成長を支え

る取組について調査研究を進めているところでございま

す。 

以上でございます。 

◯西本眞造議長 

 以上で、石見和之議員の質疑・質問を終了します。 

 

 

 


